
騏

歐

洲

に

於

る

更

生

保

護

秦

隆

眞

今
日
歐
州
に
お
い
て
更
生
保
護
の
現
歌
は
、

い
か
な
る
形
態
を

と

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
私
は
、
常
日
頃

そ
れ
を
知
り
た
い

と
思

っ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
、
保
護
司
會

の
招
き
で
、
そ
の
現

腴
を
見
る
機
會
を
得

る
事
が
出
來
ま
し
た
。

(昭
和
三
十
四
年
三
月
六
日
よ
り
三
週
間
)

私
達
の
見
學
旅
行
は
、
短
期
間
で
あ

っ
た
爲
、
更
生
保
護
の
現

状

を
詳
し
く
知
る
事
は
出
來
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
我
國
に
お

け

る
更
生
保
護
と
を
比
較
し
て
、
施
設
、
指
導
、
職
員

の
養
成
、

更
生
保
護
に
於
け
る
理
念
等

の
概
略
を
知
る
こ
と
が
出
來
、

こ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
の
現
状
を
表
面
的
に
で
は
あ
る
が
見
る
こ
と
が
出

來

た
。

我

々
は
、
始
め
に
、

ロ
ー

マ
に
あ
る
少
年
院
を
覗
察
し
、

フ
ロ

ー
レ
ン
ス
の
少
女
の
家
、
次

い
で
、
ド
イ

ツ
の
刑
務
所
、
ジ

ュ
ネ

ー
ブ
の
國
連
本
部
、
ベ
ル
ギ
ー
の
國
際
裁
到
所
を
、
そ
し
て
最
後

に
、
イ
ギ
リ
ス
の
少
年
院
、
警
覗
廳
を
覗
察
し
、
國

々
で
の
座
談

會
に
出
席
し
て
來
ま
し
た
。

日
本

の
更
生
保
護
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
の
制
度
を
模
倣
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
我
國
に
お
い
て
、
更
生
保
護
を

大
き
く
分
け
て
、
緊
急
更
生
保
護
法
、
豫

防
更
生
保
護
法
と
に
大

別
さ
れ
、
こ
れ
を
更
に
詳
し
く
分
け
る
と
、
保
護
觀
察
を
中
心
と

し
て
行
な
わ
れ
る
犯
罪
者
豫
防
更
生
法
、
執
行
獪
豫
者
に
封
し
て

は
執
行
獪
豫
者
保
護
觀
察
法
、
又
、
保
護
司
に
關
し
て
は
保
護
司

法
が
あ
る
。
そ
の
他
、
兒
童
輻
耐

の
立
場

か
ら
の
兒
童
輻
耐
法
、

少
年
の
立
場
か
ら
見
た
少
年
院
法
等

の
法
律
を
基
に

保

護

觀

察



防

官
、
保
護
司
等

の
專
門
家
、
又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
が
そ
の
任
務
に

當
り
、
法
律
、
制
度
、
機
關
、
施
設
と
そ
の
間
に
あ
る
家
庭
裁
到

所
、
裁
到
所
、
保
護
觀
察
所
が
有
機
的
に
機
能
し
、
犯
罪
の
豫
防

活

動
と
更
生
保
護
活
動
、
及
び
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ァ
ー
を
行

っ
て
い

ま
す
。
又
別
に
、
出
所
し
た
人
の
た
め
の
更
生
保
護
會
や
更
生
保

護

婦
人
會
、
保
護
觀
察
協
會
と
い
う
協
力
團
體
が
あ
る
。

法
に

つ
い
て
は
、
我
國
と
あ
ま
り
變
わ
り
は
な
い
が
、
我
が
國

の
更
生
保
護
と
異

っ
て
い
る
點
は
、
歐
州
で
は
、
保
護
司
と
い
う

制

度
が
無

い
こ
と
で
あ
る
。
我
國
の
保
護
司
法
に
よ
る
と
、
保
護

司
と
な
る
に
は
、

一
定
の
年
齢
制
限
が
あ
り
、
法
務
大
臣
の
委
任

を
受
け
て
始
め
て
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
名
譽
職
で
あ
る
。

歐
州
で
は
、

こ
の
制
度
は
な
く
、
日
本
で
行
な
わ
れ
て
い
る
樣
な

保
護
司
の
仕
事
は
、
保
護
觀
察
官
と
い
う
有
給
吏
員

に
よ
っ
て
行

な

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
、
彼
ら
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人

々
が
い
る
。

歐
州
に
お
け
る
更
生
保
護
事
業
は
、
祗
會
事
業
と
同
様
、
長

い

歴

史
と
共
に
變
遯
し
て
來
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
救
貧
法
の
成
立
過
程
を
み
て
み
る
と
、
貧

民

の
救
濟
は
中
世
教
會
に
よ

っ
て
な
さ
れ
、
宗
教
的
慈
善
と
ギ
ル

ド
の
相
互
扶
助
で
あ

っ
た
が
、
十
六
世
紀
初
頭
の
激
し
い
大
衆
窮

乏
時
期
に
お

い
て
大
量
の
無
所
有
の
貧
民
が
發
生
し
、
舊
來

の
方

法
で
は
救
濟
や
保
護
が
不
可
能
と
な

っ
た
。
當
時
の
大
衆
窮
乏
の

原
因
は
、

エ
ン
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
農
村
人
口
の
減
少

・
産
業

に
お
け
る
資
本
の
生
成
と
擴
大
、
貨
幤
惡
鑄
、
僣
院
解
體
等

で
あ

り
、
こ
れ
ら
大
量
窮
乏
の
存
在
は
、
十
六
世
紀
前
牛
の
大
き
な
問

題
と
な
り
、
中
世
的
な
宗
教
の
立
場
に
よ
る
慈
善
は
、
時
と
と
も

に
、
國
家
行
政
に
よ
る
貧
民
救
濟
に
移
行

し
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
は

一
五
七
二
～

一
五
七
六
年
の
諸
立
法
に

よ

っ
て
實
質
的
に
完
成
し
た
。

一
六
〇

一
年
以
後
は

一
八
三
四
年

の
新
救
貧
法
に
い
た
る
ま
で
實
質
的
に
重
要
な
變
更
は
加
え
ら
れ

な
か

っ
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
は
、
少
な
く
と
も

一
七
九
五
年

以
後
か
ら
、
す
で
に
重
要
な
困
難
に
直
面

し
て
い
た
。

ナ
ポ
レ
オ

ン
戰
爭
の
大
規
模
な
途
行
と
技
術
革
新
の
た
め
の
資
本
蓄
積
の
強

行
資
本
の
本
源
的
蓄
積
に
よ

っ
て
、
勞
働
者
階
級

の
状
態
の
改
善

は
大
き
く
制
限
さ
れ
た
。

一
七
六
〇
年
代

の
農
村
好
況
を
背
景
と

し
た

「救
貧
法
の
人
道
主
義
化
」
が
、
地
主
階
級

の
利
害
を
守
る

手
段
と
な
り
、
農
民
窮
乏
が
か
え

っ
て
深
刻

化

し

た
。
他

方
、

一
八

】
八
年

の
恐
慌
以
後
、
景
氣
變
動
に
毛
と
つ
く
循
環
的
失
業



問
題
が
次
第

に
深
刻
化
し
、
十
九
世
紀
初
頭
に
は
、

エ
リ
ザ
ベ
ス

救
貧
法

の
全
面
的
改
正
が
必
要
と
な

っ
た
。

資
本
主
義
の
發
達
が
、
相
對
的
過
剩
人
口
流
動
的
、
潜
在
的
、

停
滯
的
過
剩
人
口
を
創
出
し
、

一
方

の
極

で
の
富
の
蓄
積
は
、
同

時

に
反
對
の
極
で
の
貧
困
、
勞
働
苦
、
奴

隷

状

態
、
無

知
、
粗

暴
、
道
徳
的
墮
落

の
蓄
積
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
勞
働
者
階
級

の
當
面
の
生
活
條
件
の
改
善
を
は
か
る
た
め
、

一
八
五
〇
年
、

一

八

五
三
年
の
工
場
法
の
制
定
に
よ
り
、
婦
人
、
年
少
者
、
兒
童
に

關
し
て
は
十
時
間
勞
働
日
が
確
立
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
資
本
主
義
國
家
に
よ
る
勞
働
者
階
級
の
疾
病
に
對

す

る
近
代
的
な

「
勞
働
力
の
保
全
策
」
は
、
工
場
法
に
比
し
て
は

る
か
に
遲
れ
て
登
場
し
た
。

一
八
八
〇
年
に

コ
雇
用
主
責
任
法
」
、

一
八
九
七
年

「
勞
働
者
災
害
補
償
法
」
、

一
九

一
一
年

「國
民
保

險
法
」
が
制
定
さ
れ
、
次
第

に
瓧
會
保
險
が
制
定
さ
れ
、

一
方
、

「
無
據
出
老
齢
年
金
制
度
」

「
失
業
保
險

の
無
契
約
給
付
」
等
、

瓧
會
事
業
が
整
備
さ
れ
、

こ
こ
に
近
代
的
な
瓧
會
事
業

の
基
礎
が

築

か
れ
、
第
二
次
世
界
大
戰
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て

は

心

理

學
、
精
神
醫
學
を
基
礎
と
し
た
ケ
ー
ス
、
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た

肚
會
幅
祉

(so
cia
l
w
e
lfa
r
e
°)
が
發
達
し
た
。

資
本
主
義
の

一
般
的
危
機
に
直
面
し
、

よ
り
資
本
主
義

の
圓
滑

な
發
展

の
た
め
に
祉
會
政
策
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
補
完
と
し
て
肚

會
事
業
が

(so
cia
l
w
o
rk
)
が
行
な
わ
れ
、
肚
會
輻
祉

(ω0
9
巴

se
rv
ice
s)

か
ら
肚
會
保
障

(so
c
ia
l
s
ec
u
rity
)

へ
と

高
め

ら
れ
、
慈
惠
的
思
想
か
ら
民
主
主
義
的
思
想
、
生
存
權
確
立

へ
と

發
展
し
て
來
た
。

更
生
保
護
に
つ
い
て
、

「
個
人
と
瓧
會

」
の
認
識

が

さ

け

ば

れ
、
そ
れ
ま
で
は
貧
困
や
犯
罪
は
全
て
個
人
の
責
任
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
慈
惠
的
思
想
か
ら
の
脱
皮
に
よ

っ
て
、
人
が
罪
を
犯
し

た
り
す
る
の
は
、
耐
會

(環
境
)
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ

の
責
任
は
す

べ
て
、
そ
の
よ
う
な
個
人
を
包
含
し
て
い
る
肚
會
に

あ
る
と
い
う
認
識
に
至

っ
た
。
犯
罪
者
と

い
え
ど
も

人

權

が

有

り
、
人
權
思
想
が
發
逹
す
る
に
つ
れ
て
、

"犯
罪
者
を
罰
す
る
"

の
で
は
な
く
、

"教
育
"
す
る
の
だ
と
い
う
人

權

主

義

が
、
理

論
、
實
踐
面
に
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
事
と
な

つ
た
。
民
主
々
義
の

進
展
に
よ
っ
て
肚
會
輻
祉
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
更
生
保
護
は
、
三
十
年
程
前
ま
で
は
、
篤
志
家
の

サ
ー
ビ

ス
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
が
、
第

一
次
大
戰
後
對
象
者

増
加
の
た
め
、
國
民
の
恣
意
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
み
で
は
對
據
で
き



留

な
く
な
り
、
專
門
の
保
護
觀
察
官
を
養
成
し
て
、
彼
ら
の
手

に
委

ね
た
。
彼
ら
は
、
日
本

の
保
護
司
の
如
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

い
。
現
在
約
八
百
人
の
專
門
家
が
居
り
、
そ
の
下

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
て
保
護
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
專
門

の
保
護
觀
察
官

は
非
常
に
少
な
く
、
從

っ
て
、
實
際
面
で
の
活
動

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
司
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
専
門
職
で
從

っ
て
有
給

の
公
務
員
で
あ
る
保
護
觀
察
官

自
身
が
實
際

に
街

へ
出
て
對
象
者
と
直
に
接
觸
し
て
援
護
に
當

っ

て
い
る
。

こ
の
状
態
は
從
事
者
側
か
ら
み
れ
ば
限
度
が
あ
る
が
、

歐
州
で
は
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
司

の
活
動
を
注
目
し
て

い
る
と
の
事
で
す
。
確
か
に
、
日
本
の
保
護
司
制
度
は
現
在
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
た
し
て
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
専
門
の
保
護
觀
察
官
と
違

い
、
全
く
任
意
の
奉
仕

で

あ
り
、
そ
の
活
動
に
は
、
大
き
な
障
害
と
限
度
が
あ
る
。
無
給

で

人
を
使
う
と
い
う
事
は
、

い
く
ら
瓧
會
輻
阯
の
た
め
と
は
い
え
、

そ
の
從
事
者
に
も
人
權
が
有
る
の
で
協
力
に
對
し
て
は
謝
意
を
表

す

べ
き
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
現
在

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

對
す
る
民
主
的
、
近
代
的
な
認
識
を
持

つ
必
要
が
有
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

次
ぎ
に
、
イ
タ
リ
ヤ
に
つ
い
て
み
る
と
、
少
年
院

で
は
收
容
者

は
八
時
間
の
作
業

(主
に
自
動
車
修
理
や
印
刷

業
)
を

絡

え

る

と
、
あ
と
は
本
人
の
自
由
時
間
と
な
り
タ

バ
コ
は
許
さ
れ
、
食
事

時
間
な
ど
は
、
各
々
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
飮
み
物
を
も
ら
う
と
仲

間
達
と
自
由
に
外
に
出

て
、
食
事
を
と

っ
た
り
、
ダ

ン
ス
や
歌
を

唄

っ
て
非
常
に
明
る
く
樂
し
く
過
ご
し

て
い
る
。
少
年
院

に
は
塀

が
無
く
日
本
で
は
塀
が
あ
る
の
で
睨
走
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

イ
タ

リ
ヤ
で
は
無
斷
外
出
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
少
女

の
家
で
は

賣
春
婦
を
收
容
す
る
施
設
少
年
院
と
同
樣

に
八
時
間
作
業

(主
に

刺
繍
や
裁
縫
の
作
業
)
を
し
た
後
は
自
由

で
子
供
の
あ
る
人
は
子

供
と

一
緒
に
朗
ら
か
に
樂
し
く
生
活
し

て
い
る
。
こ
の
樣

に
、
人

權
尊
重
、
自
由
遵
守
と
民
主
化
が
保
護
を

し
て
い
る
人
に
も
保
護

を
受
け
て
い
る
人
に
も
良
く
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。
被
收
容
者
は

入
所
し
て
い
る
間
に
技
術
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
國
家
試
驗
を
受

け
て
冤
許
を
と
り
、
出
所
し
て
か
ら
は
、
保
護
觀
察
官

と
雇
主
が

少
年
、
少
女
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
を
行

っ
て
い
る
。
技
術
を
身
に

つ
け
て
い
る
の
で
、
生
活
が
安
定
し
、
再
犯
が
非
常
に
少
な
い
。

日
本
で
は
職
業
に
つ
く
ま
で
は
世
話
す

る
が
、
そ
れ
以
後
は
放
任

さ
れ
て
い
る
の
で
再
犯
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
現
状
で
あ
る
。
日
本
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で
は
保
護
觀
察
官
の
追
跡
調
査
は
ど
ち
ら
か
と

い
え

ぱ

"刑

事

的
"
な
立
場
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ヤ
で
は
、
あ
く
ま

で
人
權
尊
重
主
義

の
立
場
で

"教
育
的
"
な
調
査
と
し
て
行
な
わ

れ

て
い
る
爲
、
再
犯
を
防
ぐ
大
き
な
決
め
手
と
な

っ
て
い
る
。

更
生
保
護
職
員
養
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
護
觀
察
官
に
な
る

に

は
、
大
學
を
卒
業
し
、
養
成
所

に
入
り
、

い
ろ
い
ろ
の
コ
ー
ス

の
試
驗
を
パ
ス
し
て
始
め
て
任
命
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
保
護
觀

察
官

の
任
務
は
、
ω
犯
罪
を
犯
し
た
者
が
裁
到
を
受
け
る
際
、
到

決

の
資
料
と
な
る
背
景
状
況
や
家
庭
事
情
等

の
調
査
、
ω
施
設
内

で

の
少
年
少
女

の
指
導
、
㈹
出
所
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー

(こ
こ

で
は
家
庭
内
の
環
境
の
調
整
に
ま
で
及
ぶ
)
、
ω
施
設
内
で
の
諸

問

題
の
改
善
、
㈲
以
上
の
任
務
に
必
要
な
經
費

の
徴
收
等
。
こ
れ

ら

の
任
務
が
途
行
出
來
る
よ
う
嚴
し
い
訓
練
を
受
け
る
が
、
そ
の

期
間

は
約
六
週
間
に
及
び
、
瓧
會
學
、
犯
罪
學
、
心
理
學
、
醫
學

を
學
び
、
時
に
は
、
大
學
に
委
託
さ
れ
る
事
も
あ
る
。

こ
こ
で
日
本
の
保
護
司
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
、
保
護
司
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
が
、
歐
州
と
違

っ
て
保
護
司
法
に
よ

っ
て
規
定

さ
れ
、
六
十
戯
以
下

の
男
女
で
、
推
薦

に
よ
っ
て
法
務
大
臣
の
委

囑

状
を
受
け
て
就
任
す
る
。
有
給

の
專
門
保
護
觀
察
官
と
違

い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

で
あ
る
爲
、
時
間
的

に
も
大
き
く
制
限
さ
れ

て
い
る
。
歐
州

の
保
護
觀
察
官
は
對
象
者
を
四
～
六

時

間

追

跡

し
、
對
象
者
の
教
育
と
環
境
の
調
整
の
爲

に
勤
務
し
、
そ
の
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
ー
が
充
分
に
成
さ
れ
て
い
る
譯

で
す
。

刑
罰
に
對
す
る
歐
州
と
日
本
の
考
え
方

の
相
違
に
つ
い
て
附
言

し
て
お
こ
う
。
歐
州
で
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
者
が
到
決
を
受
け
る

事
、
そ
れ
だ
け
で
體
罰
を
課
し
た
と
考
え
、
施
設
に
入
所
し
て
作

業
を
行
な
う
事
は
、
よ
き
瓧
會
人
た
る
爲

に
教
育
を
す
る
の
だ
と

確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
と
大
き
く
異

っ
て
い
る
點
で
す
。

日
本
で
は
到
決
を
受
け
た
後
、
體
罰
と
し

て
刑
務
所
や
少
年
院
で

矯
正
服
務
に
從
わ
せ
て
い
ま
す
。
前
に
も
述

べ
ま
し
た
が
、
歐
州

の
こ
の
樣
な
態
度
は
、
非
常

に
民
主
的
で
、
個
人

の
自
由
が
守
ら

れ
、
權
利
と
義
務
の
施
行
が
自
然
と
行
な

わ
れ
て
い
る
。

(昭
和
四
十
三
年
十
一
月
三
十
日

佛
教
大
學
々
會
講
演
要
旨
)


